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【反実仮想AIの概念図】

患者データ（年齢・検査値・既往歴）
↓

反実仮想AI（CatBoostモデル）
17種薬剤 × 投与量のシミュレーション

↓
最適薬剤の推奨（成功確率＋安全性）

＋ 禁忌フィルタリング
＋ SHAP説明可能性（推奨根拠の可視化）

学習基盤: ANSWERコホート（4,885症例以上）

関節リウマチ診療における個別化治療効果（ITE）予測AIを用いた臨床意思決定支援システムの事業化検
証
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関節リウマチ治療では30-40%が治療失敗し、高額薬剤の試行錯誤が患者負担と医療費を増大させている。
この課題を解決するため、反実仮想AIによる個別化治療効果予測技術（17種薬剤の最適選択）の事業化を目指す。

・MVPプロトタイプ（Webアプリ）の開発とUI/UX設計
・連携医療機関でのユーザビリティテスト・受容性調査（POC）
・PMDA相談を通じた薬事承認ロードマップの策定
・ビジネスモデル（病院販売＋製薬企業向けデータ解析）の精査

外部検証でAI推奨と実処方の一致が治療成功率を約1.4倍に向上（24.5%→34.5%、NNT=10）させることを実証済み。
本期間でMVPプロトタイプを完成させ、薬事戦略と事業計画書を策定し、NEDO NEP躍進コース・VC資金調達に向けた準
備を完了する。
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